事業者のみなさまへ

　津山市個人情報保護条例の一部改正（平成１７年６月２９日公布）に伴い，罰則規定が設けられています。これにより，不適切な個人情報の取扱いを行っている受託事業者は罰せられます。


市役所から個人情報を取扱う事務の委託を受けた事業所（指定管理者等も含みます。）に従事している者又は従事していた者が対象となります。

　

　氏名，生年月日など，個人が誰であるかを識別することができる情報（個人情報）です。

　受託事務のうち，市役所から提供を受けた個人情報が記録されたデータファイル（ＨＤ・ＦＤ・ＭＯ等）や書類が対象となります。


①正当な理由がないのに個人情報のデータファイルを提供したとき

②不正な利益を図る目的で個人情報を提供したとき　　　　　　　　　　が対象となります。

③不正な利益を図る目的で個人情報を盗んで利用したとき　　　　　　　　　　　　　

　 

最大で２年以下の懲役又は１００万円以下の罰金が科せられます。

津山市個人情報保護条例　罰則規定（抜粋）


津山市役所　総務部総務課文書議事係

（０８６８）３２－２０５４
個人情報保護条例には“罰則規定”があります。





第３５条　実施機関の職員若しくは職員であった者又は第１５条第１項に規定する受託業務に従事している者若しくは従事していた者が，正当な理由がないのに，個人の秘密に属する事項が記録された第２条第９号アに係る個人情報ファイル（その全部又は一部を複製し，又は加工したものを含む。）を提供したときは，２年以下の懲役又は１００万円以下の罰金に処する。


第３６条　前条に規定する者が，その業務に関して知り得た保有個人情報を自己若しくは第三者の不正な利益を図る目的で提供し，又は盗用したときは，１年以下の懲役又は５０万円以下の罰金に処する。





対象者は？





罰則の内容は？





対象となる情報は？





罰則対象となる行為は？








